
為替週間展望＝ドル円はもみ合いながら上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［７月４日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    6 月 27 日～ 7 月 1 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  135.08   137.00(29)    134.52(27)    134.94   -0.29

ユーロ・ドル  1.0551   1.0615(27)    1.0383(30)    1.0458   -0.0095

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    25,935.62     -556.35     日本10年債利回り   0.221   -0.009

ダウ平均株価    30,775.43     -725.25     米10年債利回り     3.013   -0.117

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

４日　　豪５月住宅建設許可件数

　　　　独５月貿易収支

　　　　スイス６月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏５月生産者物価指数

　　　　※米国は独立記念日のため休場

５日　　中国６月財新サービス業ＰＭＩ

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　独６月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英６月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米５月製造業受注

６日　　独５月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏５月小売売上高

　　　　米６月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米６月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、６月１５～１６日））議事要旨

７日　　豪５月貿易収支

　　　　日本５月景気動向指数速報値

　　　　スイス６月雇用統計

　　　　独５月鉱工業生産指数

　　　　米６月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米５月貿易収支、米新規失業保険申請件数

　　　　カナダ５月貿易収支

　　　　カナダ６月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

　　　　２０カ国・地域（Ｇ２０）外相会合（８日まで、インドネシア）

８日　　日本５月勤労者世帯家計調査、日本５月経常収支

　　　　カナダ６月雇用統計

　　　　米６月雇用統計

９日　　中国６月消費者物価指数、中国６月生産者物価指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は６月２２日に１３６．７１前後まで上昇して、約２４年ぶ

りのドル高円安水準に振れた後は高値圏で上げ一服となった。ドル買い円売りの基調に

大きな変化はないとみられ、下げても買いに支えられやすい流れが見込まれる。このた

め、ドル円は高値圏で荒れた展開ながらも底堅い展開になるとした。

　　　　

【ドル円は一時１３７円台乗せ】

　６月２９日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）フォーラムで、米連邦準備制度理事会（ＦＲ

Ｂ）のパウエル議長が、米国経済は力強く、金融引き締めに対応できる状況にあるとの
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認識を示し、利上げを継続する姿勢を改めて示した。

　　

　パウエル議長は「労働市場は非常に力強く、毎月の雇用の伸びもかなり高い」「米国

経済は全体的に見て、金融引き締めに十分に対応できるだけの強さがある状況にある」

と述べ、金融引き締めによる経済の減速よりも「物価の安定に失敗する方が大きな過ち

だ」とインフレ抑制を最優先とする考えを示した。

　　

　また、「インフレ率を目標である２％に戻すことは可能だと信じている」と発言した

ものの、ロシアによるウクライナ侵攻でインフレ圧力が高まったことを背景に「ここ数

か月の出来事でかなり困難な状況で、２％を達成できる保証はない」との見解を示し

た。

　　

　パウエル議長の利上げ継続姿勢を示す発言を背景に、ドル買い円売りの動きが広が

り、ドル円は一時１３７円にタッチして、１９９８年８月以来、約２４年ぶりのドル高

円安水準まで上昇した。

　　

　また、２９日にクリーブランド連銀のメスター総裁は、７月の米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）では「０．５０％から０．７５％の利上げについて議論する」「米国の経

済の状況に変化がなければ、０．７５％の利上げを支持する」と述べた。また、「今年

末までに政策金利を３～３．５％に引き上げ、２０２３年上半期に４％を上回る水準に

なるのが望ましい」との見解を示した。また、利上げによる景気後退のリスクはあると

しながらも、インフレを抑制することが優先課題であるとの認識を示した。

　　

　７月４日の週は６月の米雇用統計など、注目度の高い経済指標の発表が相次ぐ。米国

では住宅市場を中心に利上げの悪影響が顕在化しつつあるが、他の分野でも景気への悪

影響が出ているかが注目される。また、６日（日本時間の７日未明）に６月１４～１５

日開催のＦＯＭＣ議事要旨が発表される。今後の利上げペースの見通しなど、よりタカ

派的な内容となればドル買いに傾く可能性がある。

　　

　景気減速のリスクよりもインフレ抑制が重点課題とのコンセンサスがＦＲＢ当局者の

間でもできつつあるようだ。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、７月２６～２７日のＦＯＭ

Ｃでの０．７５％の利上げ確率は８５％前後に上昇しており、７月の０．７５％の利上

げはほぼ確実な情勢とみられる。

　　

　一方で日銀の金融緩和姿勢に変化はなく、ドル円は底堅い推移を続けることなろう。

ドル円は高値警戒感から売られる可能性はあるものの、大きな崩れは想定しにくく、ド

ル円はもみ合いながら上値を追う展開が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１

３４．００～１３９．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、５日に米５月製造業受注、６日に米６月

サービス業ＰＭＩ確報値、米６月ＩＳＭ非製造業景況指数、米連邦公開市場委員会（Ｆ

ＯＭＣ、６月１５～１６日））議事要旨、７日に日本５月景気動向指数速報値、米６月

ＡＤＰ雇用統計、米５月貿易収支、米新規失業保険申請件数、８日に日本５月勤労者世

帯家計調査、日本５月経常収支、米６月雇用統計などがある。

　　

【ユーロドルは下落基調で推移か】

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）のラガルド総裁は、ＥＣＢフォーラムの基調講演で、７月に

０．２５％の利上げを行う方針を改めて示すとともに、９月にも追加利上げを行う姿勢

を示した。市場では９月には０．５０％の利上げに動くとの見方が広がっている。

　　

　ユーロドルは６月２７日に１．０６台に乗せたものの、その後は値を崩している。Ｅ

ＣＢの利上げ姿勢がＦＲＢと比べて穏やかであることや２９日に発表されたドイツの消

費者物価指数速報値が市場予想を下回ったことから、ユーロ売りドル買いにつながっ

た。こうした中、ユーロドルは下落基調で推移するとみられる。ユーロドルの目先の予

想レンジは、１．０２００～１．０６００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、４日に豪５月住宅建設許可件数、独５月貿

易収支、スイス６月消費者物価指数、ユーロ圏５月生産者物価指数、５日に中国６月財

新ＰＭＩ、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独６月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月非



製造業ＰＭＩ確報値、英６月非製造業ＰＭＩ確報値、６日に独５月製造業受注指数、ユ

ーロ圏５月小売売上高、７日に豪５月貿易収支、スイス６月雇用統計、独５月鉱工業生

産指数、カナダ５月貿易収支、カナダ６月ＩＶＥＹ購買部協会指数、８日にカナダ６月

雇用統計、９日に中国６月消費者物価指数、中国６月生産者物価指数などがある。
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